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20
年
ほ
ど
前
、
埼
玉
県
の
上
尾
の
近
く

の
国
道
を
車
で
走
っ
て
い
た
と
き
、
小
さ

な
交
差
点
の
と
こ
ろ
に「
尾
山
台
小
学
校
」

と
い
う
名
前
を
見
つ
け
た
。
こ
ん
な
と

こ
ろ

に
同

じ
校

名
が

あ
る

ん
だ

と
驚

き
、
帰
っ
て
か
ら
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
る

と
、
確
か
に
尾
山
台
小
学
校
は
そ
の
交
差

点
の
近
く
に
実
在
し
て
い
た
。「
尾
山
台

小
学
校
」
の
周
辺
の
地
図
を
よ
く
見
る
と

尾
山
台
団
地
の
隣
に
あ
る
。
尾
山
台
と
い

う
地
名
が
す
で
に
あ
っ
て
、
団
地
や
小
学

校
の
名
前
が
つ
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。

　
「
尾
山
台
」
と
い
う
地
名
の
つ
い
た
と

こ
ろ
は
他
に
な
い
の
だ
ろ
う
か
？

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
る
と
、
北
陸
に
尾

山
台
高
校
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
金

沢
の
駅
か
ら
数
キ
ロ
し
か
離
れ
て
い
な
い

と
こ
ろ
に
あ
る
。
た
だ
残
念
な
こ
と
は
、

2017
年
（
平
29
）
に
学
校
名
が
変
更
と
な
り
、

現
在
は
尾
山
台
高
校
は
存
在
し
て
い
な
い
。

　

そ
も
そ
も
わ
が
地
元
の
尾
山
台
と
い
う

名
前
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
。
世
田
谷
区

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
次
の
よ
う
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

　

近
世
末
期
ま
で
は
、「
荏え

原ば
ら

郡
ご
お
り

小お

山や
ま

村
」
と
い
っ
た
区
域
で
あ
る
。「
尾

山
」
は
「
小
山
」
の
変
化
し
た
も
の
で
、

小
山
と
は
こ
の
村
の
主
要
部
分
が
多
摩

川
左
岸
崖
線
中
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

称
せ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
山
が

尾
山
と
な
っ
た
の
は
明
治
７
年
か
ら
明

治
22
年
ま
で
の
間
と
思
わ
れ
、理
由
は
、

荏え

原ば
ら

郡ぐ
ん

に
小こ

山や
ま

村
（
現
品
川
区
小
山
）

が
あ
っ
て
漢
字
で
表
し
た
場
合
に
紛

ら
わ
し
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら

え
る
。

　

な
る
ほ
ど
、
尾
山
の
名
前
の
由
来
は
わ

か
っ
た
が
、
尾
山
台
の
名
は
い
つ
か
ら
つ

け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

1929
年
（
昭
４
）
に
大
井
町
線
が
延
伸
し

て
二
子
玉
川
ま
で
路
線
が
で
き
た
と
き
、

尾
山
台
の
駅
名
は
な
か
っ
た
。
九
品
仏
駅

の
次
は
等
々
力
駅
だ
っ
た
。1930
年（
昭
５
）、

こ
の
両
駅
の
間
に
新
設
さ
れ
た
の
が
尾
山

台
駅
だ
っ
た
。

　

さ
て
、
今
回
の
原
稿
を
書
く
に
あ
た
っ

て
、
実
際
の
上
尾
市
尾
山
台
小
学
校
を
訪

ね
て
み
た
。
尾
山
台
駅
か
ら
ほ
ぼ
真
北
で

車
で
50
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
距
離
で
、

国
道
16
号
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
1967

年
（
昭
42
）
に
尾
山
台
団
地
が
で
き
た
時

尾

山

台

令
和
三
年

辛
か
の
と

丑う

し

の
年

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

前
回
（
60
年
前
）
の
辛
丑
は
、1961
年
（
昭

36
）
で
し
た
が
、
こ
の
年
は
、
国
外
に
お

い
て
は
、
ジ
ョ
ン
・
F
・
ケ
ネ
デ
ィ
の
ア

メ
リ
カ
大
統
領
就
任
、「
地
球
は
青
か
っ

た
」
の
名
言
を
残
し
た
旧
ソ
連
の
ガ
ガ
ー

リ
ン
に
よ
る
人
類
史
上
初
と
な
る
地
球
一

周
飛
行
、
ま
た
韓
国
で
は
軍
事
政
権
ク
ー

デ
タ
ー
の
勃
発
、
旧
東
ド
イ
ツ
が
東
西
ベ

ル
リ
ン
の
境
界
を
封
鎖
す
る
な
ど
の
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
国
内
に
お
い
て
は
、
横
浜
マ

リ
ン
タ
ワ
ー
の
開
業
、
大
阪
環
状
線
の
全

線
開
通
、
京
葉
道
路
が
全
国
初
と
な
る
自

動
車
専
用
道
路
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
都
市

の
イ
ン
フ
ラ
が
次
々
と
整
備
さ
れ
つ
つ
あ

る
年
で
し
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連

続
テ
レ
ビ
小
説
が
始
ま
っ
た
の
も
こ
の
年

で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
、

当
時
大
関
だ
っ
た
柏
戸
、
大
鵬
が
同
時

に
横
綱
に
昇
進
す
る
な
ど
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に

若
い
方
に
は
な
じ
み
が
薄
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
当
時
の
子
供
の
好
き
な
も
の
と

し
て
、「
巨
人
、
大
鵬
、
卵
焼
き
」
と
い
う

流
行
語
が
流
行
っ
た
の
も
こ
の
年
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
60
年
が
経
ち
、
昭
和
、
平
成
、

令
和
と
時
代
が
移
り
変
わ
り
ゆ
く
な
か
、

科
学
技
術
が
急
速
に
進
歩
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
昨
年
来
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
脅
威
が
私
た
ち
の
生
活
に

大
き
な
打
撃
を
与
え
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
世
界
の
政

治
、
経
済
、
社
会
に
激
変
を
も
た
ら
し
つ

つ
あ
り
、
日
本
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
、
ス
ポ
ー
ツ
の
自
粛
、
学
校
の
臨
時
休

校
、
経
済
活
動
の
大
幅
な
縮
小
な
ど
の
措

置
が
実
施
さ
れ
、
４
月
に
は
初
の
緊
急
事

態
宣
言
が
７
都
府
県
に
出
さ
れ
、そ
の
後
、

全
国
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
夏
に
予
定
さ
れ
て
い
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
も
１
年

延
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
と
な

り
、
政
府
の
主
導
に
よ
り
昨
年
の
夏
頃
か

ら
は
、
徐
々
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
ス
ポ
ー

ツ
等
を
は
じ
め
一
部
の
社
会
経
済
活
動
も

再
開
し
て
い
ま
す
が
、
有
効
な
特
効
薬
や

ワ
ク
チ
ン
の
開
発
も
な
い
中
で
は
、
未
だ

完
全
な
終
息
は
見
通
せ
ず
、
私
た
ち
の
生

活
は
「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
徹
底
と
と

も
に
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
の
時
代
へ
と
移

り
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
年
こ
そ
、
一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
の

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

―
令
和
２
年
秋
の
叙
勲
受
章
―

　

前
玉
川
消
防
団
団
長
（
平
成
21
年
4
月

1
日
～
令
和
2
年
3

月
31
日
）　

荒あ
ら

井い

壽ひ
さ

夫お

さ
ん
が
、
令
和
２
年

秋
の
叙
勲　

瑞
宝
双

光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

―
都
民
の
警
察
官
受
章
―

以
前
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
た
「
ま
ち
の
お
ま

わ
り
さ
ん
」
玉
川
署

尾
山
台
駐
在　

永な
が

江え

正ま
さ

明あ
き

警
部
補
が
、
第
90
回
「
都
民
の
警
察

官
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

玉
川
総
合
支
所
新
庁
舎
・
区
民
会
館
が

１
月
12
日
㈯
よ
り
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
！

オ
ー
プ
ン
に

先
立
ち
、
昨
年

暮
れ
12
月
5
日

㈯
に
新
庁
舎
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広

場
で
例
年
恒
例

の
等
々
力
農
振

会
朝
市
が
開
か

れ
ま
し
た
。

≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤
≤

　

―
こ
れ
か
ら
の
行
事
―

◆
さ
ぎ
草
栽
培
講
習
会　

身
近
ま
ち
緑
化
部
会

２
月
15
日
㈪　

玉
川
区
民
会
館
集
会
室

◆
普
通
救
命
講
習
会　

身
近
ま
ち
生
活
環
境
部
会

２
月
20
日
㈯　

玉
川
区
民
会
館
集
会
室

◆
古
着・古
布
の
回
収　

等
々
力
地
区
町
会
連
合
会

　
　

２
月
27
日
㈯

尾
山
台
中
学
校

等
々
力
小
学
校

◆
歩
こ
う
会　
　
　

身
近
ま
ち
健
康
づ
く
り
部
会

　
　

４
月
３
日
㈯　

コ
ー
ス
未
定

編
集
後
記

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
今

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。

　

感
染
者
数
も
少
な
く
な
っ
て
落
ち
着
い
た
と
思

わ
れ
て
も
、
第
三
波
に
見
舞
わ
れ
、
ワ
ク
チ
ン
開
発

も
な
か
な
か
進
ま
ず
、
先
が
見
え
な
い
状
況
で
す
。

　

今
年
も
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
日
常
が
続
く
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
一
日
も
早
い
終
息
を
願
い
、
前
向
き
な

気
持
ち
で
過
ご
せ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鈴
木　

千
里

2021
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同
一
地
名

同
一
地
名

第
三
回

と
同
時
に
尾
山

台
小
学
校
も
開

校
し
て
、
現
在

は
240
名
の
在
校

生
が
い
る
。
校

門
の
前
で
下
校
の
児
童
を
見
送
っ
て
い
る

先
生
に
、尾
山
台
の
地
名
由
来
を
聞
く
と
、

詳
細
を
団
地
事
務
所
に
聞
く
よ
う
に
案
内

さ
れ
た
。
そ
こ
へ
行
く
と
、
尾
山
台
団
地

50
周
年
の
記
念
誌
を
渡
し
て
も
ら
っ
た
。

同
誌
の
中
に
、
尾
山
台
の
地
名
由
来
が
載

せ
て
あ
っ
た
の
で
、
引
用
す
る
。

　

尾
山
台
団
地
の
あ
る
「
尾
山
」
で

す
が
、
尾
に
は
「
高
い
と
こ
ろ
」「
峰
」

「
丘
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
言
わ
れ
、

山
の
字
と
と
も
に
、
高
い
場
所
を
表

現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
尾

山
台
団
地
は
、
小こ

字あ
ざ

の
尾
山
を
中
心

に
建
設
さ
れ
た
た
め
名
付
け
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
中
略
）
今
か
ら

１
万
５
千
年
前
頃
に
、
初
め
て
こ
の
あ

た
り
で
活
動
し
た
人
の
生
活
の
一
部
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
記
述
は
、
世
田
谷
の
尾
山
と
ほ
と

ん
ど
同
じ
で
、
川
か
ら
上
っ
た
小
高
い
と

こ
ろ
に
古
代
か
ら
人
が
住
む
こ
と
の
で
き

た
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

団
地
の
事
務
所
で
、
自
治
会
長
さ
ん
か

ら
尾
山
台
団
地
の
50
年
の
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
。
ま
さ
に
昭
和
の
高
度
成
長
期

の
社
会
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
内
容

終
息
を
願
い
、
今
夏
に
予
定
さ
れ
て
い
る

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
が
無
事
に
開
催
で
き
る
よ
う
、
そ
し

て
何
よ
り
も
一
刻
も
早
く
私
た
ち
の
生
活

が
以
前
の
そ
れ
に
戻
る
こ
と
の
で
き
る
年

と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
て
年
頭
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

だ
っ
た
。

　

帰
り
に
、
尾
山
台
団
地
、
尾
山
台
小
学

校
、
尾
山
台
幼
稚
園
、
尾
山
台
バ
ス
停
な

ど
を
目
に
す
る
と
、
こ
こ
に
な
い
の
は
、

尾
山
台
駅
だ
け
で
は
と
感
じ
た
。
記
念
誌

の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
、「
お
買
い
物
は
尾

山
台
商
栄
会
で
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
た
の

に
驚
い
た
。

　

改
め
て
、「
尾
山
台
」
と
い
う
名
前
が

全
国
的
に
見
て
も
滅
多
に
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。


